
f

金
融
商
品
取
引
法
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
二
（
免
許
）
の

外
国
金
融
商
品
取
引
清
算
機
関
の
金
融
商
品
債
務
引
受
業
の
免

許

免
許
件
数

一
件
に
つ
き
十
五
万
円

g

金
融
商
品
取
引
法
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
十
六
第
一
項

（
他
の
金
融
商
品
取
引
清
算
機
関
等
と
連
携
す
る
場
合
の
認
可
）

の
連
携
金
融
商
品
債
務
引
受
業
務
の
認
可

認
可
件
数

一
件
に
つ
き
十
五
万
円

平成™™年œ月˜ 日 水曜日 (号外第˜—›号)官 報
３

前
項
の
規
定
に
よ
り
新
金
融
商
品
取
引
法
第
百
五
十
六
条
の
六
十
七
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
る
指
定
を
受
け
た

者
は
、
第
四
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
金
融
商
品
取
引
法
第
百
五
十
六
条
の
七
十
四
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ

り
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
可
は
、
第
四
号
施
行
日
に

お
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

４

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
権
限（
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）を
金
融
庁
長
官
に
委
任
す
る
。

５

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
に
係
る
申
請
書
又
は
こ
れ
に
添
付
す
べ
き
書
類
若
し
く
は
電
磁
的
記
録
に
虚
偽
の
記

載
又
は
記
録
を
し
て
こ
れ
を
提
出
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は
三
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は

こ
れ
を
併
科
す
る
。

６

法
人
（
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
又
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
又
は
財
産

に
関
し
、
前
項
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
に
対
し
て
二
億
円
以
下
の

罰
金
刑
を
、
そ
の
人
に
対
し
て
同
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
り
法
人
で
な
い
団
体
を
処
罰
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
代
表
者
又
は
管
理
人
が
そ
の
訴
訟
行
為
に

つ
き
そ
の
団
体
を
代
表
す
る
ほ
か
、
法
人
を
被
告
人
又
は
被
疑
者
と
す
る
場
合
の
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
法
律
の
規
定

を
準
用
す
る
。

８

第
五
項
又
は
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
は
、
新
金
融
商
品
取
引
法
の
規
定
に
違
反
し
、
刑
に
処

せ
ら
れ
た
者
と
み
な
す
。

（
商
品
先
物
取
引
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

商
品
先
物
取
引
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
八
十
一
条
第
一
項
中
「
、
店
頭
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
」
を「
若
し
く
は
店
頭
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
」

に
、「
が
引
き
受
け
た
」
を
「
が
商
品
取
引
債
務
引
受
業
等
と
し
て
引
き
受
け
又
は
金
融
商
品
債
務
引
受
業
等
と
し
て

引
受
け
、
更
改
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
負
担
し
た
」
に
、「
を
引
き
受
け
た
」
を
「
を
引
き
受
け
又
は
引
受
け
、
更
改

そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
負
担
し
た
」
に
改
め
る
。

（
商
品
先
物
取
引
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
調
整
規
定
）

第
七
条

施
行
日
が
商
品
取
引
所
法
及
び
商
品
投
資
に
係
る
事
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
施
行
の
日
前
で
あ
る
場
合
に
は
、
前
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
商
品
先

物
取
引
法
」
と
あ
る
の
は
「
商
品
取
引
所
法
」
と
、「
、
店
頭
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
」
を
「
若
し
く
は
店
頭
商
品

デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
」
に
、「
が
引
き
受
け
た
」
と
あ
る
の
は
「
が
引
き
受
け
た
」
と
、「
商
品
取
引
債
務
引
受
業
等
」

と
あ
る
の
は
「
商
品
取
引
債
務
引
受
業
」
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
商
品
取
引
所
法
及
び
商
品
投
資
に
係
る
事
業
の
規
制
に
関
す
る
法
律
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
第
三
条
の
う
ち
、
商
品
取
引
所
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
三
十
九
号
）
第
百
八
十
一
条
第

一
項
の
改
正
規
定
中
「
、
店
頭
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
店
頭
商
品
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取

引
」
と
、「
加
え
る
」
と
あ
る
の
は
「
加
え
、「
商
品
取
引
債
務
引
受
業
」
を
「
商
品
取
引
債
務
引
受
業
等
」に
改
め
る
」

と
す
る
。

（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
四
項
並
び
に
第
二
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
又
は
第
五
十
三
条
第
三
項
」

を
「
、
第
五
十
三
条
第
三
項
又
は
第
五
十
七
条
の
六
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
四
十
一
号
中
「
又
は
金
融
商
品
債
務
引
受
業
の
免
許
」
を
「
、
金
融
商
品
取
引
清
算
機
関
若
し
く
は

外
国
金
融
商
品
取
引
清
算
機
関
の
金
融
商
品
債
務
引
受
業
の
免
許
又
は
連
携
金
融
商
品
債
務
引
受
業
務
の
認
可
」
に

改
め
、
同
号
e

中
「
）
の
」
の
下
に
「
金
融
商
品
取
引
清
算
機
関
の
」
を
加
え
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

（
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
三
の
項
中
「
第
三
十
二
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
第
三
十
二
条
の
四
及
び

第
五
十
七
条
の
二
十
六
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
第
三
項
」
に
、「
若
し
く
は
第
五
十
条

の
二
第
一
項
」
を
「
、
第
五
十
条
の
二
第
一
項
、
第
五
十
七
条
の
十
三
第
一
項
若
し
く
は
第
五
十
七
条
の
十
四
」
に

改
め
、「
第
百
五
十
六
条
の
二
の
免
許
」
の
下
に
「
、
同
法
第
百
五
十
六
条
の
五
の
三
第
一
項
の
届
出
、
同
法
第
百
五

十
六
条
の
五
の
五
第
一
項
の
認
可
、
同
条
第
三
項
の
届
出
、
同
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
認
可
」
を
、「
第
百
五
十
六
条

の
十
三
の
届
出
」
の
下
に
「
、
同
法
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
二
の
免
許
、
同
法
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
十
一
の

届
出
、
同
法
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
十
六
第
一
項
の
認
可
、
同
法
第
百
五
十
六
条
の
二
十
の
二
十
一
第
二
項
の
届

出
」
を
加
え
、「
又
は
同
法
第
百
五
十
六
条
の
二
十
八
第
三
項
の
届
出
」
を
「
、
同
法
第
百
五
十
六
条
の
二
十
八
第
三

項
の
届
出
、
同
法
第
百
五
十
六
条
の
六
十
七
第
一
項
の
指
定
又
は
同
法
第
百
五
十
六
条
の
七
十
七
第
一
項
の
届
出
」

に
改
め
る
。

（
金
融
庁
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

金
融
庁
設
置
法
（
平
成
十
年
法
律
第
百
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
マ
ま
で
」
を
「
ケ
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
マ
を
ケ
と
し
、
ル
か
ら
ヤ
ま
で
を
ヲ
か

ら
マ
ま
で
と
し
、
ヌ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ル

指
定
親
会
社
（
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
七
条
の
十
二
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
親
会
社
を
い
う
。）

第
十
二
条

金
融
庁
設
置
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
号
中
「
ケ
ま
で
」
を
「
フ
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
ケ
を
フ
と
し
、
ツ
か
ら
マ
ま
で
を
ネ
か

ら
ケ
ま
で
と
し
、
ソ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ツ

取
引
情
報
蓄
積
機
関
（
金
融
商
品
取
引
法
第
百
五
十
六
条
の
六
十
四
第
三
項
に
規
定
す
る
取
引
情
報
蓄
積

機
関
を
い
う
。）

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
三
条

こ
の
法
律
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
規
定
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対

す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
十
四
条

附
則
第
二
条
か
ら
第
五
条
ま
で
及
び
前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経

過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
十
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
以
内
に
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

鳩
山
由
紀
夫

総
務
大
臣

原
口

一
博

財
務
大
臣

菅

人

経
済
産
業
大
臣

Æ
嶋

正
行

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
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